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シグニファイジャパン、株式会社 富山環境整備に 

「フィリップス グリーンパワーLED インターライティング」を導入 

富山の課題であった日射量不足を改善し、冬季収穫量が約 40%増加*1 
 

 シグニファイジャパン合同会社（本社：東京都品川区、職務執行者 社長：園田 悟、以下  

シグニファイジャパン）は、株式会社 富山環境整備（富山県富山市、以下 富山環境整備）に

植物育成用 LED照明「フィリップス グリーンパワーLED インターライティング」（以下 イン

ターライティング）を導入ました。 

 シグニファイジャパンでは、曇天や降雪などによる日射量不足の課題を改善するため、植物

育成用に開発された LED 照明と最適化されたライトレシピを用いて、照明ソリューションを提

供しています。富山環境整備には 2017 年より LED 照明「インターライティング」を試験導入い

ただいておりましたが、2019年秋からは合計 1.8ha に拡大して本格的な導入がされました。 

 

インターライティングは、日照時間が短い冬の時期でも作物がよく育つように特別に開発さ

れた、周年生産に適した LED モジュールです。配光特性の良い LED 照明を作物の樹間に設置す

ることによって、葉の陰になり日光が当たりにくい樹間や中間層にもムラのない充分な光を与

えることができ、生産量の向上と生産の安定化を可能にしています。 

さらに、大学、研究機関、生産者、種苗会社との長年の共同研究によって特別に開発したラ

イトレシピ*2 を用いることで、作物の品質を一定にし、なおかつ向上させることも可能になり

ます。 

 

シグニファイジャパンでは、作物の品質を向上させ、生産量を安定・向上させる照明ソリュ

ーションによって、生産者の方々の負担軽減と、地域への貢献を目指していきます。 

 
*1 富山環境整備におけるフルーツトマトの冬季収穫量前年比較（2018年 12月～2019年 3 月） 

*2 スペクトル、光量、照射時間、配光特性の組み合わせのこと  

フィリップス グリーンパワーLED 
インターライティング 



 

■富山環境整備によるインターライティングの導入と実績 

インターライティングの導入を決定した富山環境整備では、2001 年よりハウス園芸に取り組

んでいます。ハウス園芸事業開始当初は、ハウス内に照明を設けず自然光のみで栽培を行って

いました。しかし、11 月から 2 月にかけての曇天や、降雪によって屋根が雪に覆われてしまう

など、冬の富山での日射量不足を栽培の課題としてきました。 

2019 年秋からのインターライティング本格導入後、フルーツトマトの冬季収穫量が前年比で

約 40%*1 も増加しました。1 年を通して安定した生産が求められる生産者の冬季の課題を、照明

ソリューションによって解決することができました。 

富山環境整備でハウス園芸を管理している山藤 正智氏はシグ

ニファイジャパンのサービスについて、「世界有数の実績と知

見をおもちであることに魅力を感じました。 

販売して終わりでなく、アフターフォローもしっかりされてい

ることはとても心強いです。」とコメントしています。 

 

 

 

 

 

■インターライティングについて 

インターライティングを使えば、ハイワイヤー方式の樹間

に照明を設置し、植物生育促進光を作物の最も重要な部分に

集中して当てることができます。連結して接続することがで

きるため、手早く簡単に設置することができます。また、高

さの調節が自由自在なため、1 メートルずつラインを引き上

げることも可能で、必要な箇所へ正確に光を照射することが

容易になります。 

高出力品は、システム効率 3.0μmol/J のインターライティ

ングモジュールのため、必要に応じた増産が可能で、エネル

ギーコストでお困りの場合はより低いエネルギーコストにて

トマトやキュウリなどの収穫量を上げることができます。 

 

 

■「ホルティカルチャー（園芸向け）LEDソリューション」について 

大学・研究機関・生産者・種苗会社との長年の共同研究により開発したライトレシピに

よって、一年を通して安定した栽培に最適な照明ソリューションを、様々な栽培方法に合

わせて提供しています。 

 ・ハイワイヤー栽培  ：インターライティング 

 ・葉物野菜／花卉（温室） ：トップライティング 

 ・植物工場   ：プロダクションモジュール 

 

 
*1 富山環境整備におけるフルーツトマトの冬季収穫量前年比較（2018年 12月～2019年 3 月） 

 

富山環境整備 アグリ事業部  

技術開発課 課長 山藤 正智 氏 



 

シグニファイについて 

シグニファイ（ユーロネクスト: LIGHT）は、プロフェッショナル照明、コンシューマー照明分

野ならびに IoT（Internet of Things：モノのインターネット）の分野において世界最大手の企

業です。フィリップス製品やコネクティッド照明システム「Interact」、データ通信可能なサ

ービスは、ビジネス価値を生み出すことで家庭だけでなく、ビルや市街地での生活にも変化を

もたらします。2019年の売上は約 62億ユーロ、約 32,000人の従業員を擁し、世界 70か国以上

で事業活動を展開しています。より明るい生活、そしてより良い世界に向け、照明が持つ無限

の可能性を切り拓きます。また、ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックスの業界

リーダーに 3 年連続で選定されました。シグニファイのニュースは、Newsroom、Twitter、

LinkedIn、Instagram からご覧ください。投資家向けの情報は、Investor Relations のページ

に掲載されています。 

※2019 年 1月よりフィリップス ライティング ジャパンは、シグニファイジャパンへ社名変更

いたしました。 
 
報道関係および企業に関するお問い合わせ 

シグニファイジャパン合同会社 担当：豊田  

TEL: 03-6478-2395 Email: Customercare.JP.lighting@signify.com 
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